
 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

世界へ羽ばたけ‼ 台湾の高校生との交流 

 地域の農家さんも高齢化や担い手不足が深刻です。

特に三笠地区特産の紅甘夏の収穫は，重労働で大変な

作業のため，農家さんも苦労しています。 

 そこで，農業科学科では，冬の収穫時期に収穫作業

を手伝いに行き，農家の方々と交流しています。 

 阿久根市の青少年交流事業として，2018年には鶴

翔生が台湾の善化高校を訪問，2019年には善化高校

生が鶴翔高校を訪問し，交流を深めました。 

前田良文 校長 

 阿久根市内唯一の高校として，市

との協働を進めています。 

 地域に貢献できる人材作りを行

い，次の世代へとつないでいける学

校にしたいです。 

鶴翔生は地域で大活躍！みんな あつまれ 鶴翔の丘‼ 
 これまで鶴翔高校は，３年A組の

シリーズや廃棄ウニの研究などで，

地域の人たちと協働してきました。

最近は，さらに多くの分野で鶴翔生

が活躍しています。一緒に取り組ん

でくれる新入生を募集しています‼ 

 善化高校生と交流し，外

国語をもっと勉強したいと

思いました。でも，たとえ

言葉が通じなくても，心は

通じ合います！ 

 海外の人と交流したい

人，ぜひ一緒に交流しま

しょう。 

台湾のお寺を見学 

農場を案内 

２年４組 鶴翔レストラン 

おもてなし隊の的場さん 

紅甘夏収穫で地域貢献を！農業科学科 

甘夏の収穫をお手伝い 結構な重労働です！ 

魅力を語る永田さん 

 農業学科の生徒は，実家が農家で

この学科に興味を持って入学した生

徒はもちろん，農業が楽しいと感じ

て入学した生徒など，農業を選んだ

きっかけは様々です。甘夏の収穫を

始め，作業はきついこともあります

が，地域の方と触れ合っていろいろ

なことを知ることができます。 

 外に出て作業することや農業が好

きな後輩にぜひ来てほしいです。 

熱意あふれる迫口さん 

台湾の農協を訪問 
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鶴翔高校 公式ブログ 

〒899-1611 

鹿児島県阿久根市赤瀬川1800 

  鶴 紹 会  

鶴翔生の，鶴翔生による，中学生のた

め，鶴翔をPRする取組です。 

会員：２年アカデミア系列 ＋ ３年情ビ（片野） 

が取材しました 



 

         

地域のみなさんに元気を与えたい‼ 陸上競技部／スポーツ健康科学系列 

 

 商品開発に挑む！ 食農研究部 地域を見つめて…地域文化研究同好会 
 食農研究部では，食品技術科が取り組んできた，

地元の鹿肉を使った旨鹿コンフィの開発に携わりま

した。さらにコンフィを改良し，旨鹿ジビエを，観

光列車のななつ星でも提供しました。現在は，地域

の方との協働で鹿肉醤油の開発や東京，福岡の百貨

店などでの加工品の販売活動を行っています。 

 阿久根の七不思議にまつわるお菓子の提案，ボンタ

ンの民話から海外との交流などの研究を行い，コンテ

ストでも受賞しました。 

 これまでの先輩方は，こ

の活動を生かして国公立大学

に進学し，頑張っています。 

 自分の住む地域の歴史や文

化など，身近なことに目を向

けてみませんか。 
研究について，丁寧に説明

してくださる倉津さん 

 私は，今年の体育祭で集団行動の指揮者を務める予定です。「過去最高だった。」

と言ってもらえるように細かいところまで気をつかい，頑張りたいと思います。 

 自分の競技をとことん追求したい人や目標を達成したい人，スポーツが好き

な人は，ぜひ鶴翔高校のスポーツ系列に来てください。 

地域の文化財を見学 

 販売をやってみたい人や商品

の開発をしてみたい人は，ぜひ

食農研究部へ‼ 

お客様と接する楽し

さを語る黒岩さん 

目標の実現を目指す 中野さん 

 陸上競技部は九州駅伝出場を目指し，日々努

力しています。また，児童数の少ない田代小学

校の運動会を手伝ったり，陸上教室で走り方を

教えたりして交流も行っています。県下一周駅

伝では，応援してくれる地域のみなさんに恩返

しをできるように頑張ります。 

 スポーツ系列としては，体育祭名物の集団行

動を頑張っています。地域の方々も楽しみにし

てくださっているので，よりよいものに高めて

いきたいです。  
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